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二日本の労難誉階級の創造と日本のうたごえ運動10数年かつくりたしたものの達裁の頭点卜とさ1.1

轟 :地底勢うた|:よ、三池闘争を1議しれた、序軍と4・p尋景軍からなる男声|こ よる織曲で、1961年 1

尋彙圃:こ さきがけて醸曇鰭鶴を達載した三池富浦台唱圏の要請で作曲され,問年11月の富浦台唱圏発
表会|こ ささげられ、母ち構成詩蟻11事知責1:こ とりしヽれら11ま した

=

三池闘争な言明りをF・Il止できなかったと:よ tiえ 、労働者階級とム民の戦闘性 ,羅鷲性・峨律性 :達帯
性をいかんなく発揮し、労働運動の歴史に不減の 1ページをきざんだ聞いでした.

作曲者、荒本 栄:よ現場労働者全部の篠力をえてlra場のなまなまししヽ詩を喉らず集轟、三難闘争の繊
い学習と機台させて完成したも砕で、三池闘争のもっとも興綴い真実′をえがくことで聞をヽ尋方向を明示
しています=ま た、荒本 栄○畿闘争と豊倉11ヤ通糧がこ轟ら1晩達成点でも島ります

=

この曲を貫しヽているも鍛iよ 、労働者の導被へ學確信を最もきびしい現実尋申かもうたい上:′fで ヽヽみ点
:二 轟り、それ|よ l実巧をこえで■き轟こうとする入間の強烈な意撤である[

1地廠中うた1:よ 日本労鷺者階数留iんだ現itの革命歌曲であると言えるでしよう
本国lよ 、本並養穂編曲|こ よる新糠で歌いますこまた、轟販でiよ こltが初演となり



+◇◇ごおいさつ◇◆◇

本目はお忙しい申、男1声台唱団「轟.|プ ァー4ス トコン十一卜:こおいでいただき、画費一同心
よ砂厚く脚|む申し上げま誓

tr

大阪のうたごえのOB,現織碑有志で、初めて持望斃男1声台唱翻を立ち上:ずでから、早くも
この3用で満4年を選えま・1｀な
このFEI、

一回も繊習を欠かすことなく、お互いに励ましあってかんばり通し、意まれた鐘揮
者・ビアニスト、それ:こ もi響 して、意気持 の々.メ ンパr_:!、

「環境砕中で毎嶽活気と集気:こ

包まれた練習が麟 l主げられてきました,その甲斐あってか、初出場ffl一昨年と昨年、つづl.ナ

で「日本のうたごえ1祭典台唱発表士一般の部:で 入賞することができ、これまでの出演依頼も
ロシア民議合唱団「コスモス1女声合唱団「レインポーコーラス1等につづき、来る5珂 30
圏鋤L iCiよ びきのホールでの「第5回河南混声合唱団演奏会|:こ 、賛助出演させてしヽたたく
まで:こ 成長しました,

これiよ 、国範個 の々努力iまさることながら、家族を:よ じめ、管様方のご支持,ご支援があっ
たかもこそと思っています,

今覇|ま 、これまでの練習の成果を出し切って、男声合唱なもで:まの議力、殺さ、ハーモニー

ぐそして、男たも母こよなく歌を愛し、歌:こ 動まされてきたムt備旅路―「うたに生き1歌に
活き:`|の思t・

lと その歌声尋蟹 が、みなさま|こ 競わればと顧って一所懸命歌います〔
またまだ未熟な点もござしヽますが、最後までごゆっく|,お楽しみくださいませc

男声台唱 団 「昴 」団長  藤後博巳
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フアース トコンサー トを成功裡に終 えて

団長  藤後博巳

まず初めに、コンサニ トの大成功を心から祝い、その喜びと感動を今一度 ともに分かち

合いたい と思います。成功のために全力を注いで奮闘されたみなさんに感謝の意を表 させ

ていただきます。 コンサー トの成功は 130人 ものアンケー トがそれを如実に物語つてい

ます。その中で団に寄せ られた1多 くの方々の賞賛、激励、批評、すべてが今後の団への期

待、充実、発展、への昼いが込められてお り、大阪の うたごえ運動の地域で初めて男声合

唱団を立ち上げたその意義が高く評価 されたと自負 しています。

私たちはこの貴重な体験や真摯な提言を決 して無にすることなく、これを糧としてさら

に団結を固め、団員を増や して力強 く羽ばたいていくことを切望 してやみません。共に頑

張りましょう。

孫曼さんからのお便 り

この度は大阪で大変お世話になりました。おかげさまで、皆様と素晴らしい舞台を経験

することが出来て、下生の思い出となりました。皆様に心からお礼を申し上げます。

中国で男声合唱を聴く機会が少なく、今回すつかり皆様のファンになりました。時には

力強く、時には優 しく、時には切なく、団員一人一人かつこよくて素敵でした。雨・白樺

昴・無縁坂を聞いたとき涙が出るほど感動しました。こんな格調高いコンサー トに参加で

きたことを大きな幸せに感じております。帰ってからも職場や家族とその喜びを分かち合

いました。                                   ふr象
今 日、出勤途中に綺麗に咲いている紫金草を見ました。皆様の北京公演のご成功を心か 確塾企

ら祈 ります。今後もお体に気をつけて素晴らしい演奏活動を継続されますように遠い南京 警 iメ

ニfr穆

か らお祈 りしてお ります。

本当にあ りがとうございました。



入場者数結果

○もぎり券 (入金済み)

○当日券

○当日精算券

○招待券

504人

44人

220人

35人

入田和餃者 /人
歯集欺売数 J′

た末プば‐ント J0
アンケ~卜

  /夕 θ

若囲さん

合  計 803人

出演依頼

3/20(土 )9時 大阪城公園太陽の広場  世界反戦共同行動
4/3 (土 )1時 吹田メイシアター3F  オール松下春のつどい

1/23(金 )6時 クレオ番       スクラムコンサー ト
5/30(日 )2時  リックはびきの     河南混声コンサー ト

☆12/5(予 定)              平野文化フェスティバル

活動 日程

3/7 (日 )9時 30分 音楽センター   大阪の うたごえ総会
3/14(日 )11時    野崎       千秋昌弘事務所開き
3/15(月 )2時    神戸ポー トピアホテル 孫曼さん来 日
3/21(日 )2時     興隆園      昴 レッスン

4/2 (金 )6時 30分 興隆園      昴 レッスン

ー感想文―   つ

宝  本 実
音楽的ボキャブラリイが多彩で豊な心温まるコンサートだづた。

その演奏ば、寒さに震える庶民の心をあたため、優しくいやし、生きる力を一杯与
えて くれた。素晴らしいコンサ‐卜だった。

グス ト孫蔓さんのアコーデォン・ソロと
壁奏は、その温かな人間性し、芸術と平和を

寧す る肩潔な魂に美しく輝き
・
、心洗われる思ぃがした。南京小紅花芸術団でォTソ トッ

クスなアコーデォシ技法を学び、その音楽性の豊な才能と修練の積み上げの巌しさを

耐えぬき、毎日・毎日、訓練に励んだ確かな技法を身につけてぃる。アコーデォンの
独讐な演奏技法を自在に駆使し、アコーデォンという楽器の楽しさと表現力の豊さを
見事に演奏 した。

`


